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＜連絡事項＞

· 明日まで、職員旅行韓国（第2班）あり。協力して業務を行うこと。

· 明日より、駐車場変更あり。通所スタッフは青山荘階段下の職員駐車場（元地域スタッフ駐車場）へ駐車すること。

＜事例検討＞

本田　英之様（31）　

主病名）統合失調症

検討内容　治療計画の見直し、今後の対応について

治療計画　

1 デイケアでのルールを守ることで就労生活に必要な規律を守ることを身につける。

2 プログラムへの参加を通じて就労に必要な能力を身につける。

現在の状況
· 現在、就職に向けて勉強を行っているとのことで、両親からもその件について言われていると話す。

· 勉強の為、仲の良いメンバーとの交流を「もう今後関わらない」と自分から断っている。

· 勉強やパソコン処理の為、寝不足になることが多く、生活リズムは安定していない。

· 表情の硬さみられており、調子が悪いとのことで、先週より本人希望でデイケアを今週いっぱい欠席したいと訴えている。「無理してまた調子が悪くなっても嫌だから」と本人話す。

· 来所日に連絡無く欠席したり、非通所日に突然来所するなど、デイケアでの基本的なルールを守ることが出来ていない。

· 本人、「誰も信用していない」「相談したいことは全部親に相談出来ている」と話されている。

· 就労に向けて、勉強やハローワークに通うなど、親から声をかけられており、本人も焦りを感じているとのこと。

· 内服については、本人は「飲んでいる」と話されている。

· 青山荘では、外泊で不在の場合が多い（月の半分以上は外泊に出ている）。自宅外泊にて、親と就労の準備をするとのことだが、長期外泊することによって青山荘での目的が変わってしまう可能性がある為、6/3に家族面談を行い、目的の確認を行う予定。

今後の方向性

· 治療計画①は継続していく。

· 治療計画②に関しては、能力修得の前に自己管理（体調や、目的遂行のペース等）の修得が必要となってくる為、計画変更。⇒本人の生活状況を確認し、自己管理についてアドバイスを行っていく。

· 病状の変化に注意。本人の話を傾聴し、気分転換や不安の軽減を図り、信頼関係を築いていく。

＜利用者様情報＞
· 大久保　恒夫様～昨日17：30、妻の律子様より架電あり。包丁を洗っている際、本人が右手第2

指の関節付近を切ってしまったとのこと。止血はしていないと話す。当院救急では精神疾患のみの対応であること、他院の夜間救急（八戸赤十字病院受診など）を勧めると、八戸赤十字病院受診する予定と話し、電話を終了している。本日デイケア来所。昨日は八戸赤十字病院受診し、創部処置（ファスナート3枚で固定）をしてもらい内服の処方はなし、2日間くらいで治り、水で濡らさないように説明されたとのこと。救急受診する事前に、八戸赤十字病院に電話をしたところ、市民病院への受診を勧められたが「看護婦なのに診れないのか」と大声で叫んで受診可能にしてもらったと本人話されている。そのように乱暴に対応をすることで、受診拒否をされてしまうこともある為、電話対応は落ち着いて行うように説明している。

· 大久保　律子様～昨日、夫様の受診に付き添い、夫様が病院に対して乱暴に対応していた為、本人

が眼球上転してしまったと話す。疲れる為、夫様を病院に置いて本人は先に帰宅したが、夜間眠れなかったとのこと。本日体調不調訴えはなく、大声で笑っているが、相談時は表情冴えない。

· 宮　　陽子　様～本日、本人より電話連絡あり。外来担当医を変えて欲しい、訪問看護の担当者を

変えて欲しいなど、周囲への不満をいくつも話されている。通所に対して望む事はあるか確認すると、「相談に乗ってくれるだけでいい」と話されている。担当医変更や訪問看護の件は、次回受診時（土曜日）に現在の担当医に相談するように説明している。

· 駒木　　学　様～本人より、午前中のみのデイケア利用は出来ないかと相談あり。外来担当医に相

談したところ、本人の体調に合わせて通所利用を行っても良いと指示あり。また、利用に関して、無理強いはしないようにとのこと。本人にも説明を行っていく。

· 長瀬　紘一郎様～今まで生活保護受給額が10万円だったが、今後老齢年金が支給される為、生活

保護受給額が減額されるとのこと（6月より生活保護6万円、老齢年金4万円）。

· 田中　　一　様～八戸信用金庫が他者と合併する為、年金が支払われるか不安だと青明舎に相談し

ている。「担当者を知りたい。もしもの時に責任の所在を明らかにする為」と本人話している。青明舎より担当者を確認し、本人に連絡をしていくこととしている。

⇒不安訴え、不眠などが出現する可能性もあるため、本人の生活状況や精神症状の変化に注意していく。

· 其田　淑子　様～「通所に来たくない」「来るのがしんどい」と本人より訴えあり。スタッフより、

通所利用の目的として、服薬確認と再発防止、減量を説明しているが、本人理解は乏しい。また、「毎日青明舎のスタッフ（世話人）がグループホームに来るのが嫌だ。用も無いのに来るのがストレス溜まる」と話されている。通所利用については、少し考えてから担当医に相談すると話されている。

⇒本人の訴えを傾聴し、通所利用の目的を振り返っていただく。関係機関に情報提供していく。

＜環境・備品整備＞

〇収納場所の変更

· 1階階段下倉庫（運動用品、レク用品、園芸用品）

· 1階鏡裏の棚（エアロビマット、ラジカセ、手芸、塗り絵、革細工など）⇒針やハサミなど、危険物の本数確認を行う

· 3階エレベーター横の倉庫（行事関係、扇風機などの季節物）

· 3階ホール側倉庫（大工用品）

〇ワックスがけ

· 5/30（土）2階床全面実施

＜新型インフルエンザ感染対策検討＞

◎青陽館内（スタッフ、メンバー問わず）で新型インフルエンザが発生した場合

来所後、不調を訴えバイタル測定。発熱等、インフルエンザ症状が認められた。外来へ連絡し、インフルエンザ検査キットを用意。陽性を判断された場合。

①隔絶場所について（保健所に連絡し、指示を仰ぐまでの間）

· 自家用車で来所している方には、自家用車にて待機

· それ以外の方は、青陽館3階で待機（トイレが設置されており、直接非常階段より帰宅出来る為。また、1～2階のメンバーとは接触することがない為、感染拡大防止することが出来る。

②マスクについて

· 常備されているマスクがある場合は、マスクを着用して戴く。

· マスクが無い場合は、ハンカチなどを口元に当てて、飛沫感染を防止する。

※日常的に手洗いうがいを励行し、感染防止に努めること。

＜外来情報＞

· 大久保　恒夫様～以前処方した降圧剤を服用してから血圧は安定いるとの事。このまま様子を見る

様に伝えている。訪問看護利用を月1回にしたいと話す為、訪問看護スタッフ

とよく話し合うように説明している。

· 中居　松男　様～本日床屋に行く事を報告している。

· 平　　康子　様～肩・腕・腰の痛みはまだ良くならないとの事でナパゲルン処方となっている。

· 小野寺　文明様～室岡整形外科にて運動をするように言われたが、あまり運動していないと話され

る。

· 長瀬　紘一郎様～血圧はこのまま様子を見るように説明している。

· 柳町　信之　様～定額給付金の通知が来たとの事。大事に使うように伝えている。

· 船場　幸子　様～特に変わりは無いとの事。シンラック液処方となっている。

· 奥山　以依子様～風邪を引かない為に毎日うがい、手洗いをしていると話される。

· 佐藤　朗子　様～肩の軟骨が痛いと話される。無理をしないように伝えている。

· 山田　健次　様～定額給付金が入ったとの事。大事に使うように伝えている。

· 上久保　善郎様～頑張って働いているとの事。田植えは終わり、今度は長いも植えだと話している。

手帳は更新中との事。

· 中居　美津子様～相変わらず手の親指は握ると痛いと話される。

· 大久保　康弘様～不安感もなく、自分で物事を考えられるようになったと話される。毎月1万円

貯金しているとの事。

· 前野　義勝　様～手足がつるのは治ったとの事。ノイロビタンを飲むようになってから調子は良い

と話される。

· 鹿原　博夫　様～アパートはきれいに使っているとの事。定額給付金が入ると話される。










